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【結果概要】高校生・保護者アンケート調査

□属性（高校名、学科、学年、性別）
□質問（計９問）

①卒業後の進路の希望（学校種別、就職など） ②進学を希望する地域
③進学を希望する学校の設置者 ④進学を希望する学部、学科等
⑤進路を決めるにあたって重要視すること ⑥県内大学等がどうであったら県内進学したいか
⑦新たな県立大学がどうであったら進学先の選択肢として考えるか
⑧大学卒業後に就きたい職業 ⑨将来的に就職したい地域

１ 調査対象 ①高校生向け
県内全43高校（公立・私立） 全日制、定時制、通信制課程の生徒（全学年）
※生徒数：24,520人（Ｒ7.5.1現在の数値） （回答者数：9,911人 回答率 40.4%）

②保護者向け 上記①の生徒の保護者（回答者数：5,192人）

２ 実施期間 R７年６月９日（月）～７月１８日（金）（約１ヶ月間）

３ 実施方法 「香川県電子申請・届出システム」のアンケート機能により実施

４ 質問内容

1  高校生・保護者アンケート調査結果
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調査対象内訳

全日制（人） 定時制（人） 通信制（人）

県立高校 29 16,720 16,096 278 346

公立高校 1 787 787

私立高校 13 7,013 5,796 1,217

県内全校 43 24,520 22,679 278 1,563

学校計

（人）

学校数

（校）
R7.5.1現在

課程別内訳



保護者高校生
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1  高校生・保護者アンケート調査結果



保護者高校生
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1  高校生・保護者アンケート調査結果



保護者高校生
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1  高校生・保護者アンケート調査結果



高校生
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1  高校生・保護者アンケート調査結果（詳細）



高校生
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保護者

1  高校生・保護者アンケート調査結果（詳細）



【結果概要】企業アンケート調査

□属性（企業形態、所在地、業種、規模）
□質問
・人手不足の状況

・新卒採用の状況
・事務/営業/販売系の状況
・技術系の状況

・今後の新卒採用の見通しなど

１ 調査対象
及び回答数

①県内に本社又は主たる事業所を有する企業
②県外に本社又は主たる事業所を有するが、県内の支社、支店、事業所において

エリアの新卒採用活動を行っている企業 （回答者数：３２８社）

２ 実施期間 R７年８月１日（金）～８月２９日（金）（約１ヶ月間）

３ 実施方法 「香川県電子申請・届出システム」のアンケート機能により実施

４ 質問内容

回答者属性

全体に占める
割合

企業数
（社）

企業規模
（従業員数）全体に占める

割合
企業数
（社）

業種
（日本標準産業分類大分類）
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２ 企業アンケート調査結果
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２ 企業アンケート調査結果
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２ 企業アンケート調査結果



【結果概要】企業ヒアリング調査

調査期間：Ｒ７年５月２６日～８月２６日
調査方法：企業を訪問し、人材確保の状況や、人材ニーズ等を聞き取り
訪問企業：２８社

製造業、建設業、インフラ関連産業、金融業、卸・小売業、情報通信業、
サービス業など様々な業種の中堅企業を中心として幅広く聞き取り

②人材ニーズ（どのような人材を求めているか）
○製造業では、大卒等で機械、電気、情報を学んだ学生の採用ニーズが高い。

加えて、製品に応じた分野（化学、農学、建築・土木等）のニーズも高い。
○製造業以外では、情報、通信、建築、土木、機械、電気など業種に応じた分野へのニー

ズが高い。
○事務職、営業職では、学部・学科を問わず、人柄やコミュニケーション能力、地元への

愛着、業務への興味などを考慮するという声が多くあった。
また、法律、経済、経営、商業を学んだ学生や、語学力がある学生を望む声もあり。

○地元出身者については、定着率の高さから企業も採用したいとの声が多かった。

③人手不足の要因、今後の見通し
○少子化や学生数の減を、人手不足の要因と回答する企業が多い。
○人手不足や、人材確保の見通しは、さらに厳しくなるとの回答が多かった。
○香川は、人材を供給する県内の大学の受け皿が小さい、理系の学部が少ないとの声が

あった。

④県立大学への期待
○「どのような人材を輩出するのかにもよる」などの前提を付ける企業もあるが、いずれ

も、県立大学の設置・拡充が人材確保に寄与すると回答。
○期待する人材育成（学部・学科）について、７割以上が工学分野（機械、電気、電子情

報、建築、土木など）を期待すると回答。理学（化学など）へのニーズの声もあった。
○文系では、法律、経済、経営のほか外国語。
○その他、文理融合型の学部や、情報の知識を持った人材等のニーズの声もあった。

①人手不足の状況、採用の状況
○８割以上の企業が、全体として人手不足と回答
○６割以上の企業が、予定どおりの採用ができていないと回答
○大卒では、技術系の職種（工学、理学を学んだ学生）の採用難の声が多くあった。製造

業では、機械、電気、情報を学んだ学生が採用難、建設業では建築を学んだ学生が不足
との声あり。

主なご意見

３ 企業ヒアリング調査結果
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４ 経済産業省関連資料（「2040年に向けたシナリオ」の定量化と2040年の就業構造推計について）
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５ 県内大学等の状況
大学別の学部・学科及び入学定員（Ｒ７年度）

四国学院大学県立保健医療大学香川大学 高松大学・高松短期大学

徳島文理大学高松駅キャンパス 香川短期大学 せとうち観光専門職短期大学
画像出展：大学・地域共創プラット
フォーム香川のホームページより

県内大学等のキャンパス

13



R7R6R5
大学等

充足率入学者数入学定員充足率入学者数入学定員充足率入学者数入学定員

103.7%1,2821,236103.7%1,2851,239104.1%1,2901,239香川大学

102.2%929097.8%8890100.0%9090県立保健医療
大学

71.7%20829064.8%18829077.6%225290四国学院大学
70.9%12417588.0%15417588.6%155175高松大学

95.8%45547566.3%26239570.9%280395徳島文理大学

95.4%2,1612,26690.3%1,9772,18993.2%2,0402,189大学計
71.1%649091.1%829052.0%78150高松短期大学
80.9%17421580.5%17321592.7%204220香川短期大学

57.5%234080.0%324025.0%2080せとうち観光
専門職短期大学

75.7%26134583.2%28734567.1%302450短期大学計

92.8%2,4222,61189.3%2,2642,53488.7%2,3422,639合計

入学定員充足率（Ｒ５～Ｒ７）

（出典）各大学の公表情報をもとに作成

５ 県内大学等の状況

R7年3月卒R6年3月卒R5年3月卒

県内
就職率

うち
県内就職者数県内

就職率
うち
県内就職者数県内

就職率
うち
県内就職者数

41.0%6361,55340.1%6251,56042.2%6821,617大学計

85.7%19823184.0%21625788.1%251285短期大学計

46.7%8341,78446.3%8411,81749.1%9331,902合計

県内就職率（R5.3卒～R7.3卒）

（出典）香川県地域活力推進課調べ
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自県進学率（過年度卒業者等を含む）（Ｒ４～Ｒ６）

R6R5R4

4,8015,0314,876県内高校卒業の大学進学者数

851874850うち県内大学への進学者数

17.7%（44位）17.4%（44位）17.4%（43位）自県進学率（全国順位）
（出典）文部科学省「学校基本調査」をもとに作成



６ 県内大学等からのご意見

15

県立大学の設置・拡充について

大学進学に対する意識について

卒業後の就職先について

○既存の県内大学の運営に直接影響がある。

○既存大学と競合しないことが大切。学部・学科の重複を避けて欲しい。

○県立大学で県内進学者を一定数確保しても、既存県内大学の進学者数が減少するのでは意味
がない。県全体でプラスになることが必要。

○大学の設置・拡充には多額の費用がかかる。県内大学に進学する学生の奨学金を充実させる
などの方がコストパフォーマンスが良いのではないか。

○文科省のデータでは、県立大学の設置・拡充により地域内入学者率・就職率が下がる傾向が
あると示されている。

○文部科学省の推計によると、2040年度の県内大学への入学者数は1,444名。香川大学、県立
保健医療大学と、仮に県立大学を設置・拡充した場合の定員だけですべて吸収できる数字に
なる。現状のままでも私立大学は厳しい状況の中で、賛成できない。

○県立大学の詳細が不明で具体的な議論が難しい。県の考える大学像を早く示してほしい。

○県内の学生や保護者は関西・関東への進学志向が根強く、それが県外流出の要因ではないか。

○小・中・高の教育で、地元で進学したり、働くことも意識できるような取組みも必要ではない
か。

○高校教員に、県の人口減少に対する危機感を認識し、県の魅力や愛着について盛り上げるとい
うこともしてもらいたい。

○県立大学を作ったからというだけで、県内就職や定着が進むとは限らない。
併せてしっかり県内定着の取組みをする必要がある。

○地方と都会の給料の差も人口移動の一因ではないか。香川県の中で給料をある程度もらえる産
業、企業を育成していかなければならない。

○四国の地方銀行などの調査では、「地元に愛着を感じている生徒は将来の地元定着志向が高
い」、「将来的に地元で働くイメージを持てることが将来の居住地に影響を及ぼす」などのポ
イントが挙げられていた。

○お互い切磋琢磨して県内進学率を上げることが重要である。

○既存の大学等の魅力を高める取組みへの支援も検討してほしい。

○教員確保やサークル活動などは連携が可能である。

○県内の人口減少、若者の流出が社会問題であることから、可能な施策は令和８年度から開始
していただきたい。

その他について


